
－第１７代大統領選挙マニフェスト運動の方向と役割 

「マニフェスト国民大討論会」報告書 
 
１．討論会概要 
・ 主催：中央選挙管理委員会・韓国マニフェスト運動本部 
・ 日時：２００６．９．２６ 
・ 場所：韓国ソウルプレスセンター 
・ 司会：ゾンヨンドク（ソウル大学教授・行政大学院） 
・ 参加者 

－発表者 
１．日本の経験と韓国の大統領選マニフェストの課題（金在容・慶應義塾大学マニフ

ェスト研究会） 
２．韓国マニフェスト運動の普及とロードマップ（ユムンゾン・運動本部執行委員長） 

  －討論参加者 
ソンヨンギル（ウリ党政策副委員長・国会議員） 

リジュヨン（ハンナラ党政策調整委員長・国会議員） 

リサンヨル（民主党スポークスマン・国会議員） 

リヨンデ（民主労働党政策委員長） 

リミョンユ（国民中心党政策委員長・前副知事） 

 



２．発表内容 
・日本の経験と韓国の大統領選マニフェストの課題（金在容・慶應義塾大学マニフェス

ト研究会） 
－日本の政党マニフェストの導入と効果 
－韓国の大統領選挙の特徴と選挙公約 
－２００７年大統領選マニフェストの論議課題 
－政党の準備課題（党の綱領と党規の改正提案など） 

・韓国マニフェスト運動の普及とロードマップ（ユムンゾン・運動本部執行委員長） 
  －ローカル・マニフェストの評価 
  －マニフェストの効果 
  －大統領選挙におけるロードマップ 
 
３．討論内容 

－党の選挙公約作成過程の重要性を認識 
－党の綱領と党規の改正の検討（ウリ党） 
－候補者と政党のマニフェスト 
－評価の専門性・公正性・客観性 
－マニフェストの質 
－選挙改善運動から政治改革運動に方向性の転換 

 
４．成果と課題 

－政党マニフェストに関する初めての討論会 
－具体的な政党の課題が議論 

   （党の綱領と党規の改正・候補者と政党のマニフェスト・党の選挙公約作成過程の

改善などについて議論・検討） 
  －韓国の大統領選マニフェストに関する基本的な問題意識を共有 
  －国会マニフェスト研究会（２００６．９．１８結成・２６人参加）と討論内容を共

有 
  －持続的な討論の必要性で合意 
 
５．マスコミの報道 

－ＫＢＳ／ＹＴＮ放送 
－中央・連合・東亜など新聞報道 
 



 

    
 


